
Q Q

Q Q

A A

A A
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）

ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）

市政への一般質問市政への一般質問

1617

映像は
こちらから

映像は
こちらから

映像は
こちらから

映像は
こちらから

角
つの

田
だ

義
よし

徳
のり

Q　

職
員
人
事
制
度
に
つ
い
て
、
近
年
の

係
長
職
昇
任
試
験
、
管
理
職
昇
任
試
験
の

合
格
者
数
と
合
格
率
の
推
移
を
知
り
た
い
。

A　

過
去
5
年
の
実
施
状
況
だ
が
、
係
長

職
昇
任
試
験
に
つ
い
て
は
平
成
29
年
度
が

18
名
、
23
・
7
％
、
平
成
30
年
度
が
12
名
、

19
・
4
％
、
令
和
元
年
度
が
13
名
、
20
・

6
％
、
令
和
2
年
度
が
12
名
、
17
・
9
％
、

令
和
3
年
度
が
9
名
、
14
・
3
％
で
あ
る
。

管
理
職
昇
任
試
験
に
つ
い
て
は
平
成
29
年

度
が
12
名
、
13
％
、
平
成
30
年
度
が
6
名
、

6
・
3
％
、
令
和
元
年
度
が
6
名
、
7
％
、

令
和
2
年
度
が
6
名
、
6
・
2
％
、
令
和

3
年
度
が
4
名
、
4
・
3
％
で
あ
る
。

Q　

年
度
ご
と
の
合
格
者
数
で
差
が
あ
る

こ
と
に
よ
る
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維

持
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

A　

昇
任
に
よ
っ
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

向
上
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
職
員
は
昇
任

の
み
を
目
的
に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

日
々
、
市
の
た
め
、
市
民
の
た
め
に
や
り

が
い
を
持
っ
て
業
務
に
従
事
し
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
と
も
、
研
修
を
実
施

す
る
等
、
全
て
の
職
員
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
く
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
し
て
い
く
。

●
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ふ
か
や
に

つ
い
て

Q　

環
境
に
配
慮
し
た
車
両（
公
用
車
）の

今
後
の
導
入
計
画
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

A　

今
後
更
新
す
る
公
用
車
は
環
境
に
配

慮
し
た
も
の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、
使
用
時
間
や

使
用
距
離
な
ど
全
体
の
稼
働
状
況
を
調
査

し
、
適
正
な
公
用
車
台
数
を
把
握
し
た
後
、

導
入
方
法
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
す
る
。

必
要
な
人
員
配
置
を
行
っ
て
お
り
良
好
な
状
態
で
あ
る

周
辺
他
市
と
比
べ
て
５
級
以
上
の
割
合
が
低
い
が
適
切
か

茂
もて

木
ぎ

一
いち

郎
ろう

Q　

森
林
環
境
譲
与
税
に
よ
る
事
業
の
現

状
は
。

A　

令
和
元
年
か
ら
3
年
に
か
け
て
鐘
撞

堂
山
の
登
山
道
の
笹
刈
り
や
駐
車
場
等
の

除
草
業
務
委
託
を
実
施
す
る
ほ
か
、
霧
ヶ

谷
津
池
の
周
辺
に
設
置
さ
れ
て
い
る
老
朽

化
し
た
木
柵
の
一
部
、
合
計
3
7
5
メ
ー

ト
ル
の
修
繕
工
事
を
実
施
し
た
。
森
林
環

境
譲
与
税
は
使
途
が
森
林
の
整
備
や
木
材

利
用
の
促
進
等
に
関
す
る
費
用
と
定
め
ら

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
目
的
に
あ
っ
た
事

業
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

Q　

登
山
道
や
池
の
周
り
の
管
理
や
日
常

的
な
点
検
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

A　

業
務
委
託
や
修
繕
工
事
を
す
る
際
な

ど
に
現
場
を
確
認
点
検
し
て
い
る
。
定
期

パ
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
2
カ
月
に
1
回
は
職

員
が
山
頂
ま
で
登
り
な
が
ら
登
山
ル
ー
ト

上
の
倒
木
や
枯
れ
た
木
の
有
無
の
確
認
等

を
行
っ
て
い
る
が
広
大
な
森
林
の
た
め
目

の
届
か
な
い
部
分
も
あ
り
、
登
山
者
や
市

民
か
ら
の
通
報
を
も
と
に
対
応
し
て
い
る
。

Q　
「
鐘
撞
堂
山
ふ
る
さ
と
の
森
」観
光
マ

ッ
プ
で
は
深
谷
市
の
部
分
だ
け
が
記
載
さ

れ
て
い
る
た
め
寄
居
町
、
美
里
町
を
含
め

た
山
全
体
の
情
報
等
が
少
し
見
に
く
い
の

で
改
善
で
き
な
い
か
。

A　

山
頂
が
寄
居
町
と
の
行
政
境
で
あ
る

た
め
深
谷
市
内
か
ら
の
状
況
が
メ
イ
ン
と

な
っ
て
い
る
。
今
年
度
の
マ
ッ
プ
更
新
に

当
た
っ
て
寄
居
町
と
調
整
し
、
双
方
の
市

町
の
登
山
ル
ー
ト
や
公
共
施
設
を
配
置
し

た
。
広
域
的
な
観
光
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は

埼
玉
県
に
相
談
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

目
的
に
あ
っ
た
事
業
を
実
施
し
て
い
る

鐘
撞
堂
山
の
森
林
環
境
譲
与
税
に
よ
る
事
業
の
現
状
は

Q　

一
本
木
を
残
し
て
50
年
以
上
守
っ
て

き
た
の
は
、
深
谷
市
民
の
お
お
ら
か
さ
だ

ろ
う
。
そ
の
安
全
・
保
全
は
。

A　

矢
印
板
や
反
射
板
で
注
意
を
引
き
、

万
一
の
衝
突
に
備
え
緩
衝
材
の
タ
イ
ヤ
を

設
置
。
平
成
30
年
度
に
は
電
線
や
通
行
に

差
し
支
え
な
い
よ
う
に
剪
定
し
、
植
栽
帯

は
自
治
会
の
協
力
で
保
全
し
て
い
る
。

●
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業

Q　

事
業
全
体
の
進
捗
状
況
は
。

A　

平
成
10
年
度
か
ら
事
業
を
開
始
し
、

令
和
3
年
度
末
で
進
捗
率
35
・
5
％
を
見

込
ん
で
い
る
。

Q　

レ
ン
ガ
通
り
に
レ
ン
ガ
が
敷
設
さ
れ

経
緯
と
今
後
の
活
用
は
。

A　

平
成
10
年
度
決
定
の
事
業
計
画
で
、

レ
ン
ガ
舗
装
と
し
て
い
る
。
令
和
2
年
8

月
に
地
元
説
明
会
を
行
い
、
透
水
性
レ
ン

ガ
を
自
動
車
の
乗
り
入
れ
を
考
慮
し
た
網

代
貼
り
に
て
敷
設
し
た
。
今
後
は
中
心
市

街
地
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、
市
民
に

活
用
し
て
ほ
し
い
。

Q　

深
谷
の
歴
史
・
文
化
を
表
す
レ
ン
ガ

通
り
は
す
ば
ら
し
い
。
一
方
、
こ
れ
か
ら

道
路
が
横
断
予
定
の
七
ツ
梅
酒
造
跡
。
区

画
整
理
で
深
谷
シ
ネ
マ
が
移
転
し
て
以
来

約
10
年
か
け
て
か
け
が
え
の
な
い
場
所
と

な
っ
て
い
て
、
こ
の
文
化
が
で
き
る
だ
け

長
く
続
い
て
ほ
し
い
。
田
谷
の
一
本
木
を

残
し
た
よ
う
に
道
路
計
画
を
変
更
す
る
か
、

ま
た
は
事
業
を
ゆ
っ
く
り
進
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

A　

現
在
の
区
画
道
路
の
計
画
に
つ
い
て
、

変
更
の
予
定
は
な
い
。
個
々
の
移
転
に
つ

い
て
は
、
全
体
の
進
捗
を
見
な
が
ら
移
転

先
が
空
い
て
き
た
段
階
で
交
渉
し
て
い
く
。

小
こ

林
ばやし

　 真
まこと

航
空
写
真
で
は
昭
和
44
年
に
現
状
通
り
だ
が
理
由
は
不
明

田
谷
の
一
本
木
を
道
路
が
回
り
込
ん
だ
経
緯
は

村
ミ ル ク

川 徳
お や じ

浩

Q　

生
活
保
護
費
の
不
正
受
給
を
き
っ
か

け
に
始
ま
っ
た
、
公
益
通
報（
内
部
告
発
）

制
度
の
運
用
状
況
を
教
え
て
欲
し
い
。

A　

平
成
21
年
に
、
深
谷
市
職
員
等
公
益

通
報
条
例
が
施
行
さ
れ
、
現
在
ま
で
5
件

の
通
報
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
2
件
が
受

理
さ
れ
、
是
正
措
置
を
講
じ
た
。

Q　

公
益
通
報
制
度
は
機
能
し
て
い
る
か
。

A　

深
谷
市
で
は
通
報
先
が
、
外
部
の
弁

護
士
と
な
っ
て
い
る
た
め
通
報
し
や
す
く

な
っ
て
い
る
。
複
数
の
通
報
も
あ
る
た
め

機
能
し
て
い
る
と
考
え
る
。

Q　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
市
長
へ
の
手
紙
に
、

地
方
議
員
の
口
利
き
記
録
制
度
導
入
に
つ

い
て
の
要
望
が
あ
っ
た
。
自
治
体
の
職
員

が
、
議
員
の
優
越
的
立
場
に
よ
る
強
い
要

望
に
よ
り
、
困
惑
し
て
い
る
事
に
触
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
市
役
所
職
員
か
ら
の
手
紙

と
思
わ
れ
る
。
深
谷
市
に
は
、
不
都
合
な

事
実
を
隠
す
体
質
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A　

隠
ぺ
い
体
質
を
無
く
す
た
め
に
、
行

政
監
察
員
を
外
部
の
弁
護
士
に
し
て
い
る
。

継
続
的
に
制
度
の
周
知
を
図
り
、
透
明
で

公
正
な
市
政
運
営
を
行
う
よ
う
努
め
る
。

●
市
長
の
資
産
公
開
に
つ
い
て

Q　

報
告
書
の
閲
覧
と
い
う
形
で
市
長
の

資
産
公
開
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
秘
書
室

ま
で
来
て
閲
覧
し
た
人
は
い
る
の
か
。

A　

過
去
5
年
間
で
は
一
度
も
な
い
が
、

平
成
27
年
に
は
2
件
あ
っ
た
。

Q　

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
噂
が
立
た
な
い
よ
う

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
資
産
公
開
し
て
は

ど
う
か
。

A　

多
く
の
自
治
体
と
同
様
の
資
産
公
開

制
度
で
あ
り
、
だ
れ
で
も
簡
単
に
閲
覧
で

き
る
た
め
、
そ
の
考
え
は
な
い
。

複
数
の
通
報
が
あ
る
の
で
機
能
し
て
い
る
と
考
え
る

公
益
通
報（
内
部
告
発
）制
度
は
機
能
し
て
い
る
か

級 主な職名 職員数 構成比 職員数 構成比 職員数 構成比 主な職名 職員数 構成比

1級 主事補・技師補 63 5.9% 34 5.9% 50 9.3% 事務員・技術員 55 4.7%

2級 主事・技師 161 15.2% 122 21.3% 80 14.8% 主事・技師 190 16.3%

3級 主任 296 27.9% 146 25.5% 98 18.2% 主任 286 24.6%

4級 係長・主査 308 29.0% 110 19.2% 118 21.9% 係長・主査 275 23.7%

5級 課長補佐・主幹 129 12.1% 94 16.4% 72 13.3% 主幹 137 11.8%

6級 課長 59 5.6% 51 8.9% 71 13.2% 副課長 112 9.6%

7級 次長 28 2.6% 5 0.9% 34 6.3% 課長 85 7.3%

8級 部長 18 1.7% 10 1.7% 16 3.0% 部長 23 2.0%

1062 100% 572 100% 539 100% 計 1163 100%

5級以上の割合 22.0% 28.0% 35.7% 30.7%

埼玉県市議会議長会第三区議長会構成市の職員級別比較表（令和3年4月1日現在）

※赤いラインは昇級試験

計

【深谷市】 【本庄市】 【秩父市】 【熊谷市】

田谷の一本木と七ツ梅酒造跡

〈
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
は
、
C
D
版
を
発
行
し
て
い
ま
す
。 

送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
社
会
福
祉
協
議
会（
T
E
L 

5
7
3
ー

6
5
6
3
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。〉


